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之
は
地
方
の
束
碇
の
数
が
私
か
に
糾
し
た
-
の
で

あ
っ
て
館
岬
は
石
川
圧
と
呼
ば
れ
岡
は
今
禦
晋

何
州
宮
本
柑
鵬
朋
柑

位
川
村
よ
り
北
は
鹿
村
に
至
り
田
川
伐
川
村

凹

qE
阿
州
附
津
村
･
中
畑

村

と

か

訳
注
川

村
苑
金

村
に
捗
る
の
地
域
在
汎
桝
L
i1も
の
で
あ
ら
う

と
石
川
郡
馳仙
等
に
主

,:=
1̀
れ
て
ゐ
る
｡
押
し
て
白
河
郡
よ
り
分
立
L
L,J

石
川
郷
と
糾
せ
ら
る
ゝ

に
玉
り
L
は
文
錐
以
徳
政
長
咋
間
な
の
で
や
b

･り
0和

名
抄
時
代
か
ら
石
川
な
る
郷
名
崇
付
し
た
ら
し

い
が
点
松
城
大
し

て
迄
に
白
河
郷
か

･
S

分
立
せ
し
め
て
邦
銘
.1
迄
に
な
り
し

原
田
は
石
川

氏
五
日
咋
廿
凹
舵
の
泊
.fT
な
り
L
故
で
あ
ら
う
｡

即
ち
石
川
氏
に
多
m
満
仲
の
所
収
迫
'
有
準

付
爪
と
L
河
内
樹
石
川

那
炎
肺
払
食
ん
で
ゐ
た
､
前
九
年
の
役
に
此
地
方
に
耽

っ
て
功
あ
り
旋

警

ハ
神
前
地
石
川
結
わ
賜
は
り
奥
州
山
滋
の
即
邸
か
司
り
従
五
低
下
安

立
守
に
任
掌
り
れ
'
石
川
比
に
三
野
城
な
築

い
て
君
附
し
た
.
石
川
氏

の
系
附
に
は
､
此
岬
白
河
那
内
改
二
石
川
郡
.
と
云
つ
て
ゐ
る
｡

恰
-
大
正
年
間
に
柿
洲
佃
帖
91
弧
大
雄
が
純
就
三

内
に
移

任
し
附

す
る
に
故
郷
の
名
仰
招
,S
以
て
し

灘
党
利
火
中
が
北
辰

城
リー
封
の
上
野

の
地
名
私
江
戸
の
用
激
に
も
移
せ
る
が
如
-
石
川
氏
も
故
郷
思
じ
難
く

塔
餌
の
地
名
私
党
み
L
か
或
は
故
郷
の
名
和
仲
Li
抑
大

し
て
系
脚
に
あ

る
が
如
-
白
河
部
内
改
二
石
川
那
】と
ぜ
為
に
至
っ
た
-
の
か
0
回
に
石

川
氏
響
捉
寺
の
存
す
る
虚
か
泉
村
と
糾
す
､
=
れ
も
河
内
鹿
非
に
囚
み

て
名
付
け
ら
れ
i
L
-
の
で
あ
･1
,㌔

-石
川
氏
よ
り
川

で
i
i
る

t
族
に
政
氏
､
藤
川
氏
.
火
希
代
,..L･群
す
る

雄

三
離

三
品

囲
凹

i
の
は
借
此
肘
妃
の
･=R
相
､
澱
m
t
大
串
串
に
恰
船
体

へ
L
,S
以
て
北
ハ

地
名
わ
冠
せ
る
も
の
で
あ
る
｡

0
旭
氏
考

石
川
町
ほ
か
五
十
二
.
三
私
有
す
る
も
甘
氷
之
れ
な
凹

部
鞘
に
分
赦
し
て
ゐ
る
'
即
ち
非
各
期
に
分
ち
て
紘
L
)I.J
見
や
う
｡

0
磐
城
国
石
川
郡
石
川
町
高
田

柳
谷
'
西
牧
､
中
村
矢
内
'
鈴
木

放

川
､
近
藤
'
妃
内
の
紙
代
多
し
就
中
潮
谷
'
押
収
､
中
村
の
三
氏
は

背
教
で
あ
る
と
云
ほ
れ
て
ゐ
る
｡

0
桝
谷
拭
-
原
田
未
詳

四
枚
代
-
借
地
よ
り
起
り
し
木
骨
鵡
仰
の
t

次
子
鶴
硯
の
胡
哉
信
の
後
也
と
柿
す
る
も
の
が
あ
る
が
兆
し
て
之
に
敷

す
る
と
の
ゝ
瑞
か
｡

中
村
代
-
此
紙
代
は
其
稀
軸
越
だ
多
-
し
て
今

丁
泡
に
列
i
)卸
き
-･i==

地
方
附
妃
よ
り
起
り
た
る
-
の
ー
み
な
鄭
げ
て
仰
山
の
石
と
し

や
う
O

T
J
純
前

苓
榔
俺
部
満
な

る

上
宅
野
中
村
公
な
る
i
_の
が
め
る
新

m
郡
中
村
郷
よ
り
糾
づ
O

二
､
;:1==陸

爪
･iP
郡
中
村
郷
よ
り
州
で
た
i
の

三
'
同

展
蛇
郡
小
村
か
ら
起
っ
た
澱
揃
北
家
山
顧
流
と
云
ふ

!

淡
が
あ
,小
13

凹
､
武
臓
に
旭
れ
る

平
良
文
の
輪
な
る
,.江
戸
氏
族
中
か
ら
出
た
も
の

五
､
武
政
か
ら
起
っ
た
布
目
氏
族
朝
出
試
此
瀬
端
旗
の
も
の

六
､
安
倍
托
旗
佐
々
木
環
流
か
ら
出
た
-
め

や

な
h

欠

内

代

-
山
･E
米
酢

鈴
木
代
～
此
地
方
は
石
川
附
妃
に
限
ら
ず
郡
山
､
･守
山
カ
所
に
於
て

ID

此
姉
氏
笹
だ
多
L
｡



.鈴
木
蛇
は
非
的
･E
の
秤
軸
椎
だ
多

い
｡
私
の
考

(
ろ
と
こ

ろ
で
は
､

此
地
方
は
祇
椿
中
川
坂
上
川
村
批
抱
の
航
呼
称
肺
罪
と
し

て
氷
ii
桝

で
永
正
中
糊

迄
邦
子
孫
川
村
氏
は
川
村
郷
守
山
に
解
繊
し
て
武
威

ね

幣
っ
て
北
二

門

E
旗
の

繁栄
し
た
桝
で
あ
る
0

桝
で
坂
上
氏
は
軸
も
準

約
m
点
群
の
緒
で
i
.壷

流
.1
蛇
上
土
伽
氏
が

あ
り
其
の
主

帥
氏
か
ら
;11
て
ゐ
る
鈴
木
氏
が
お
ろ
｡
即
ち
E:村
鵬
呂

の
子
締
野
は
北
斎

孫
音
潜
Li
至
っ
て
円
材
民
心
榊
tし
て
ゐ
る
即
ち
守

山
の
川
村
氏
の
机
で
あ
る
､
押
野
の

弟
jE
野
の
曾
孫
は
河
内
閥
に
あ

っ
て
･
土
肺
氏
と
稲
掌
b
れ
北
手

は
鈴
木
三
郎
純

親
と
云
ふ
て
鈴
木

氏
の
組
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
で
此
地
方
の
鈴
木
氏
の
机
は
免
れ
で
あ
っ

Y
､
川
村
氏
か
頼
っ
て
4

.
円
村
民
の
繋
柴
に
伸
ふ
て
呼
出
伯
に
道

雄
し
た
も
の
で

は
如

い
か
と
‖
仙
ふ
の
で
あ
る
.

放
川
代
I
･出
･;
未
評

矢
吹
戊
に
任
せ
る
紋
川
沖
尤
肺
門
な
る
も
の
安
政
二
年
に
殺
虫
石
川

菰
雅
(
石
川
氏
十
四
伽
)
の
姥
綿
私
共
筋
に
肌
･･q
た
文
の
轟

に

r
私
地
肌
は
石
川
荻
御
迎
枚
川
尻
肥
後
群
雅
狙
公
よ
り
代
々
火
脚
敏
和

一
枚
に
て
批
川
出
に
御
雄
健
虚
大
利
辞
昭
光
公
御
代
Li
至
り
天
正
十

八
.年
石
川
御
文
除
き
後

宋
家
紋
川
刑
部
枕
は
御
珊
地

(
仰
鼻
鞘
内
E

の
こ
と
)

へ
引
移
り
其
分
流
串
は
糾
御
領
叉
は
近
因
近
郷
に
土
対
鵬

耗
候
云
々
L

と
あ
る

.1
伐

り
て
加
ら
れ
る
が
如
-
紋
川
氏
は
石
川
氏
或
は
氏
の

1

旗
の
琉
臣
な
り
L
J
,と
明
か
に
し
て
石
川
氏
仰
且
諌

粥
川
に
粕
封
す

る
Q･紋
川
氏
の

7
枚
も
北
ハ
に
捗

り
し
も
の
姥
m還

し
も
の
と
あ
り
て

群
城
石
川
附
虻
風
土
珊
記

筒
地
の
ほ
即
ち
挽
歌
に
燭
す
る
-
吟
で
あ
り
て
現
前
川
町
長
敬
川
礎

7
家
-
微
細
.1
憐
す
る
‖
紳
わ
打
っ
て
ゐ
ろ
〕
紋
は
丸
の
中
に
部
の

策
串
で
あ
る
O

妃
潜
氏
-
桝
れ
溢
脈
北
家
か
･1
出
で
L1
､J
の
多
-
鵜
和
と
し
て
健
か
に

甲
州

よ
り
触
れ
ろ
清
和
抑
拭
鵡
E
氏
族
と
備
州
エ
リ
j
lれ
る
村
上
氏

族'
==
仏産

に
起
れ
る
三
愉
氏
族
締
方
氏
挑
め
る
の

み
で
i;
る
か
澱
JJ

其
柵
瓶
の
多

い
の
け
江
州
か
ら
起
っ
た
秀
郷
流
の
民
放
･U
云
ほ
れ
て

ゐ
る
0
此
の
近
鮮
氏
に
其
何
れ
よ
り
川
で
た
る
か
o

こ

ん
な
h

妊

内

氏
-
坪
国
光
評

0
同
上
石
川
町
下
魚

亨
ん
.(

ち

づ

.
た

給
水
､
浦
非
'

三
g.
小

文

州

'

吉
日
､
米
川
等
の
放
流
多
-
耗
巾
儲

家
と
榊
ぜ
ら
る
1
は
鈴
水
那
茄
御
門
家
O
脚
非
氏
の
二
氏
で
あ
る
O
鈴

木
氏
は
上
記
の
如

し
｡

駆
非
氏
-
桝
田
未
詳

さ
ん
イ

三

机

氏
-
析
凹

未

評

石
見
図
安
故
郷
に
三
細
山
あ
り
往
古
は
佐
此
貸
-;
と

J
形
見
山
と
も

耶
せ
り
'
又
石
見
､
約1
柑
蒜

方
に
も
此
の
弛
む
児
た

る
記
位
が
あ

る

さ
ん

三
相
は
竿
部
に
骨
鍋
や
｡
元
爽
軍
部
と
は
沸
迫
の
辞
に
興
る
女
人
な

怒
ふ
も
の
で
あ
る
ら
し
い
O
料
耽
符
蕊
抄
節
七
に
rh
で
i1
る
雫
邦
保

税
な
ぞ
云
へ
ろ
ば
即
ち
此
の
秤
の
職
熊
婦
人
の
純
な
の
で
あ
ら
う
か

非
甲
部
望

転

に
如
し
た
る
か
ほ
俄
か
Li
斯
i
,挑
rb
も
筏
考
の
料
ド

も

と
て
掛
げ
て
見
た
｡

此
姓
氏
は
安
税
郷
解
川
逆
の
阿
武
駁
州
伯
仲
に
J
あ
り
｡

ニ
0
瓦

E
五



地

拭

飾
九
容

小
五
州
民

-
紙
代
地
米
評
郷
地
和
裁
の
部
に
小
豆
首

(
典
図
人
現
餐
臣

之
月
也

と児
岬
)
及
び
此
の
儲
な
る
小
罪
氏
及
び
羽
筏
放
列
部
小
豆

梓
よ
り
出
で

た
る
小
五
拭
氏
の
み
は
知
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
此
蝕
め

る
み
必
ず
.

吉
川
托
-
川
村
郡
守
山
町
火
中
守
山
に
-
此
姑
多

し
､
本
誌
弟
六
容

鰐

三
朕
磐
城
守
山
附
近
風
土
軸
記
坤
の
姓
氏
窄
み
参
帽
…

米
川
氏
-
拙
幻
術
利
抑
氏
に
し
て
脹
氏
秀
郷
拙
之
に
詔
L
T,他
は
僅
か
に

安
倍
氏
族
が
あ
る
0
即
納
磐
城
邦
米
川
卿
よ
り
辿

れ
る
も
の
1
み
細

り
朽
耗
平
氏
に
し
て
磐
城
氏
族
で
あ
る
.
即
ち
此
代
に
屈
す
る

か
叉

安
倍
代
に
因
め
る
か
o

C
同
上
石
川
町
外
碩

鬼
｡
前
Ⅲ
J
小
松
'
打
懲
'
迫
旗
の
I姓
多
L
｡
就
中
､
糸
貌
末
街
門
家

は
岱

家
と
云
ほ
れ
て
ゐ
各
.

盈
玲
-
常
図
よ
り
起
り
た
る
泉
氏
に
二
秤
あ
り

7
.
州
槌
那
点
よ
り
山
で
し
祁
燭
氏
族

二
､
石
川
邦
塊
肘
よ
り
畑
で
し
石
川
氏
族

借
地
の
永
代
は
懲
鮎
役
額
で
あ
ら
う
｡
仰
地
名
考
の
功
に
於
て
-
逮

べ
て
あ
る
｡

小
松
代
-
羽
前
か
ら
起
っ
た
安
僻
氏
族
の
も
の
が
あ
る
｡

打
砕
托
-
桝
田
未
詳

墜
脳
氏
-
揃
津
'
泣
江
r1
耽
ハ氏
族
多
L
O
今
其
何
sn
な
る
や
知
り
雑
音

も
倍

挺
氏
城
の
収
･1
.tijL伽
氏
即
ち
川
村
氏
の
攻
沈
鈴
木
氏
の
兜
は
稲

沖
,し
わ
り
し
.%
TIJ.1り
(非
子
孫
dT･仰
榊
印
に
止
ま
れ
る
-
如
る
)
又
石

飾
三
雛

7.0
山ハ

四
六

州
民
の
柄
紳
河
内
地
方
よ
り
起
れ
る
私
知
れ
ば
茂
何
か

1
練
の
脊
汲

み
耕
す
る
が
如
-
思
惟
ru
れ
ね
で
も
な
い
o

C
同
上
石
川
町
新
田

鈴
水
'
大
平
､
矢
内
の
批
多
L
｡
如
し
て
鈴
木
'
矢
内
の
耐
氏
は
前
功

に
虹
に
述
べ
て
.の
ろ
｡

火
中
代
-
岩
代
か
ら
出
た
も

の
に
オ
ホ
タ
ヒ
ラ
JJ
訓
ず
る
の
が
あ
る
｡

天
武

帝
の
荷
吊
階
氏
族
で

あ
る
O
T
野
か
ら
辿
っ
た
藤
原
北
毅
宇
都

宮
氏
族
は
オ
ホ
ヒ
ラ
と
訓
ん
し
て
ゐ
る
'
倒
し
筒
脚
氏
族
で
i
オ
油

ヒ
ラ
と
訓
し
て
ゐ
る
-
の
も
め
る
ら
し
い
が
其
起
り
た
る
地
私
刑
か

に
し
な
い
｡

0
同
上
石
川
都
野
木
深
村
中
野

こん
LLSn

に
{い
つぷL･1ヤ

社

内

'
二

鵬

､
桝

谷

の
姓
氏
多
-
僅
か
に
矢
吹
氏
が
比
投
的
多
-
脱
っ

て
ゐ
る
｡
泣
内
氏
は
刑
低
市
川

聖
向
日
の
現
車
m
…の
=
と
｡
既
地
に
於
ゝ

ィ
､妃
内
代
は
北
ハ同
紙
二
十
五
､
六
戸
の
火
さ
に
超
す
O

に
へい

二

瓶

氏
-
二
十
五
､
i(
戸
か
り
共
演
家
は
借
地
に
放
て
叔
-
戟
衣
と
柿

せ
ら
れ

現
在
十
六
七
代
に
及
ぶ
と
云
ふ
､

桝
田
未
詳
o

に
へ

二
瓶
氏
に
菅
州
曲
ず
る
地
に
敷
氏
あ
り
'
仰
漁
か
ら
起
り
共
兜
'
饗

骨
で
あ
っ
て
武
内
宿
珊
新
城
に
の
濃
と
科
せ

ら
る
｡

叉
貿
代
に
藤
原
氏
･U
耕
す
る
氏
族
が
あ
る
就
紋
数
式
の
内

Li三
城
克

巳
釣
銘

文
音
徒
磐
城
郡
の
家
族
.1
恐
山
氏
が
め
る
0

に
へi

常
地

の
批
衣
二
戸
は

二

年

-
巻
き
習
托
し
て
ゐ
る
｡

脚
希
代
-
十
粁
計
り
あ
り
併
拘
束
評
｡



矢
吹
托
-
石
川
に
-
低
か
に
此
地
が
あ
る
｡
桝
固
未
詳
､
･;
河
市
郎
考

に
鴨
川
に
居
城

し
て
rS
L
l
火
映
蝕
傑
守
な

る
･J
の
･̂
痛
が
且

へ
る
｡

叉
朔
M
i)
の
荷
で
あ
っ
て
柄
和
締
氏
と
耶
す
る
先
発

氏
と
云
ふ
の
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